
小林小林

成田線
成田線

成田
線

成田
線

291
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木造不動明王立像及び毘沙門天立像は、黒漆塗の割
わりはぎづくり

矧造で玉
ぎょく

眼
がん

が
嵌
は

めこまれています。それぞれの像高は62㎝・65.5㎝です。　
両像とも像内に仏師賢

けんこう

光の銘があり、迫力ある顔つき、動きのあ
る身のこなし、厚みのある体などの特徴は、鎌倉時代の作風を示し
ています。

賢光の作例は、市内松
まつざき

崎多
たもんいん

聞院の毘沙門天及び両
りょうわき

脇侍
じ

立像、平
ひ ら か

賀
来
らい

福
ふく

寺
じ

の薬師如来坐像など当市を含めた下総及び上総地域での事例
が知られています。

この板碑は、黒
くろうんも

雲母片
へんがん

岩製の幅広の下総型板碑で、長さ110㎝、幅48㎝、
厚さ３㎝です。表面の中心に阿弥陀如来、右に勢至菩薩、左に観音菩薩
を象徴する種

し ゅ じ

子と、それらの上に梵
ぼん

字
じ

が刻まれています。三尊の下には
「極重悪人　無他方便　唯称念佛　暦

りゃくおう

応四年四月十日」の銘があります。
＊暦応４年は1341年
＊種子…仏を表す梵字の組み合わせ

道作古墳群は前方後円墳７基、円墳14基、方墳１
基の合計22基から構成される群集墳です。特に全長
46ｍ、高さ４ｍの１号墳は、印旛沼西岸域で最大規
模の古墳です。周溝部から下総型埴輪の破片が見つ
かっており、築造は６世紀後半と考えられます。隣接
する４号墳、５号墳は１号墳の陪

ばい

塚
ちょう

と考えられ、被葬
者同士の強い関係性が窺えます。
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35

46

木
も く ぞ う

造不
ふ ど う み ょ う お う

動明王立
りゅうぞう

像及び毘
び し ゃ も ん て ん

沙門天立
りゅうぞう

像　２躯

弥
み だ

陀三
さ ん ぞ ん

尊下
し も ふ さ が た

総型板
い た び

碑　１基

道
ど う さ く

作古
こ ふ ん ぐ ん

墳群（道作１号墳、４号墳、５号墳）　

県指定有形文化財（彫刻）

市指定有形文化財（歴史資料）

市指定記念物（史跡）

【指定年月日】　平成25年３月１日　　【所在地】　小林1615（西福寺）

【指定年月日】　昭和57年８月５日　　【所在地】　小林1841（光明寺）

【指定年月日】　平成26年３月24日　　【所在地】　小林字馬場2826−１、2826−５
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